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フ
ラ
ン
ス
時
代
の
シ
ョ
バ
ン

―

「幻
想
曲
」
完
成
の
日
、
な
ぜ
彼
は
淋
し
か
っ
た
か
―

平成 9年 7月 11日 (金)18:00
かでる2・ 7 特別研修室

三浦 洋

無料

□ 日時

□場所

□ お話

□会 費

「今
日
、
幻
想
曲
が
完
成
し
た
１
空
は
晴
れ
て
い

る
が
、
私
の
心
は
淋
し
い
…
君
の
老

い
た
る
シ
ョ

パ
ン
」一

八
四

一
年
十
月
二
十
日
、
三
十

一
歳
の
シ
ョ

バ
ン
が
ノ
ア
ン
か
ら
パ
リ
に
い
る
親
友

フ
オ
ン
タ

ナ
に
宛
て
た
手
紙

（ポ
ト
ラ
ン
ド
語
）
に
は
、
彼

の
や
る
せ
な
さ
や
淋
し
さ
が
に
じ
ん
で
い
ま
す
。

祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
住

ん
で
ち
ょ
う
ど
十
年
目
の
秋
で
し
た
。
音
楽
家
と

し
て
成
熟
期
を
迎
え
、
ピ
ア
ノ
音
楽
史
上
の
孤
高

の
傑
作
、

「幻
想
曲
へ
短
調

。
作
品
４
９
」
を
完

成
さ
せ
た
彼
は
、
な
ぜ
淋
し
か
つ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
事
実
上
の
結
婚
生
活
を
送

っ
て
い
た
作
家

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
ヽ
あ
る
い
は
画
家
ド
ラ
ク

ロ
ワ
や
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
シ
ョ
パ
ン
の
心
は
何
を
求
め
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

彼
の
芸
術
的
頂
点
と
言
う
べ
き
作
品
番
号
４
０

番
台
の
作
品
の
い
く

つ
か
を
Ｃ
Ｄ
で
聴
く
と
と
も

に
、
ピ
ア
ノ
を
使

っ
て
音
型
を
分
析
し
、
作
品
に

込
め
ら
れ
た
シ
ョ
パ
ン
の
思
い
を
考
え
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉
小
笠
原

Ｇ
ポ

‐
ド
８
）

斎
田

♂
ピ
‐い認
ｇ

佐
々
木

翁
玉
‐３
∞
じ

小
林

翁
ピ
‐鎮
ざ
）

パリにおける亡命ポーランド人の中心地だつたランベール館で演奏するショバン。

ショバンの右後方にいるのは詩人のミツキェヴィチ (ク フィアトコフスキ画)。
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創
立
十
周
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
旅

前
号
の
ポ
ー
レ
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団

の
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
響

は
大
き
く
、
六
月
末
日
現
在
で
二
十
七
名

の
方
が
訪
間
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
内
訳
は
谷
本

一
之
会
長
ご

夫
妻
を
は
じ
め
と
し
て
男
性

一
〇
名
、
女

性
十
七
名
で
、
そ
の
う
ち

一
名
が
現
地
参

加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
訪
問
準
備
委
員
会
は
飛
行
機
の
切
符
の

予
約
、
宿
泊
の
予
約
な
ど
の
事
務
的
な
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

・

ウ
ッ
ジ
市
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本
協
会
の

吉
田
勝

一
さ
ん
と
協
力
ｔ
て
、
札
幌
と

ウ
ッ
チ
の
双
方
で
準
備
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ウ
ッ
ジ
の
吉
田
勝

一
さ
ん
か
ら

は
事
務
局
長
あ
て
に
、
次
の
よ
う
な
手
紙

が
来
て
い
ま
す
。

（前
略
）
観
光
だ
け
で
な
く
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
素
顔
に
接
す
る
の
も
面
白

い
で

す
。
日
本
協
会
員
と
の
交
流
、
小
、
中
、

高
校
の
見
学

（日
本
語
ク
ラ
ス
）
は
九
月

か
ら
可
能
で
す
。

ク
ロ
ウ
先
生
は
昨
年
十

一
月
ウ
ッ
ジ
市

の
要
請
を
受
け
て
議
会
の
承
認
を
得
て
、

高
等
教
育
担
当
副
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
ウ
ツ
ジ
市
と
日
本
の

ど
こ
か
の
都
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び

た
い
と
強
く
望
み
、
札
幌
市
に
も
在
ポ
ー

ラ
ン
ド
日
本
大
使
館
経
由
で
打
診
中
で

す
。
六
月
の
市
記
念
行
事
に
は
札
幌
市
の

国
際
交
流
担
当
者
を
招
待
す
る
予
定
で

す
。
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の

ウ
ッ
ジ
訪
問
も
両
都
市
間
を
結
ぶ
橋
渡
し

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（後
略
）

今
後
の
予
定

正
式
な
参
加
申
込
締
切
　
七
月
三
十

一
日

旅
行
説
明
会
　
　
　
　
　
八
月
四
日

費
用
振
込
期
限
　
　
　
　
八
月
三
十

一
日

な
お
、
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
参
加
希

望
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
の
ち
ほ
ど

正
式
な
参
加
申
し
込
み
書
そ
の
他
を
お
送

り
し
ま
す
。
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
務
局
長
の
小
笠
原

（勤
務
先
電

話

ｏ
い
い‐ざ
Ｑ
‐ド
ロ

）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

札
幌
と
ウ
ツ
ジ
で
準
備
す
す
む

継                                   以

ポーラン ド語講習会のお知 らせ

参
加
希
望
者
二
十
七
名
に

すぐ役に立つポーランド語

●協会のポーランド旅行に参加される方へ、

●継続の方、久しぶりに復習される方へ、

●ポーランド語に初めて触れてみたい方へ、

挨拶の言葉は、

買い物の時は、

、 ちよつと尋ねるときは、

ポーランドの現況など。

熊倉ハリーナ先生が担当されます。

短期 (3回)コ ース

【日時】

8月 27日 から

毎週水曜日

午後 6時30分 ～ 8時30分

(全3回 )

【場所】

北海道クリスチャンセンター

札幌市北区北7西5

(電話 736-3388)

【会費と申し込み】

4,OCXl円 (3回分)

なお、お申し込みは初回会場にても可

【お問い合わせ】

富山まで

(電話 551‐ 7698)

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※継 ※※※※※メ
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ポ
ー
ラ
ン
ド
の
物
価
の
推
移

―
着
実
に
回
復

・
向
上
―

今
年

一
月
の

「
ポ
リ
テ
ィ
カ
」
か
ら
、

体
制
転
換
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
生
活
費
目

別
の
支
出
割
合
の
デ
ト
タ
を
転
載
し
ま
し

た
。
参
考
ま
で
に
、
右
端
の
欄
に
札
幌
市

の
デ
ー
タ
を
示
し
ま
し
。
エ
ン
グ
ル
係
数

と
呼
ば
れ
る
食
料
の
支
出
割
合
が
着
実
に

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
前

号
に
掲
載
し
た

「最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

物
価
」
と
比
較
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

ポーランドの生活費目別支出割合

"の
推移

POLITYKA(1997. 1, 11)より

1993    1995 参:協費

教

44.7

9,7

17.2

1.5

1.3

7.8

7.8

41.6

6.9

19.7

3.2

1.6

22.1

6.3

17.2

3.8

4.8

食  料  47.9

技服・履物  15.9

住居・光熱  13.6

保険医療  0.6

39.7    38.2

7.8   6.2

20.6    21.0

3.5   3.6

5.2 5.4 5.6  9.3
9.2 8.8 10.5  6.9

0.8

7.5

5.9

教養・娯楽

交通・通信

十
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
支

昨
年
十

一
月
八
日
、
か
で
る
２

・
７

ホ
ー
ル
で
盛
況
裏
に
行
わ
れ
た
本
協
会
の

創
立
十
周
年
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
支

決
算
報
告
が
、
六
月
四
日
の
運
営
委
員
会

で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
世
話
人
の
薄
井
豊

美
さ
ん
か
ら
の
説
明
も
あ
り
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
入
場
券
の
売
り
上
げ

枚
数
が
、
前
売
り
、
当
Ｉ
合
わ
せ
て
５
７

０
枚
に
達
し
、
本
協
会
の
主
催
行
事
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
会
計
報
告
は
最
終
的
に
は

次
回
の
総
会
で
報
告
審
議
さ
れ
ま
す
が
、

特
別
会
計
扱
い
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
そ

の
詳
細
が
運
営
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た
も

の
で
す
。

（収
入
）

前
売
り
券
収
入
　
　
一
、　
一
四
〇
、
〇
〇
〇
円

広
告
収
入
　
　
　
　
　
　
一
一〇
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
　
　
　
　
一
、　
三
ハ
〇
、
ｏ
ｏ
Ｏ
円

（支
出
）

会
場
関
係
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
、
七
〇
〇
円

印
刷
費
　
　
　
　
　
　
一
三
一四
、
四
三
七
円

記
録
費
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九
、　
三

二
二
円

ピ
ア
ノ
調
律
代
　
　
　
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

出
演
者
研
究
費
　
　
　
　
一
七
〇
、
〇
〇
〇
円

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
七
、
二
五
五
円

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
五
、
五

一
五
円

収
入
と
の
差
額

一
六
四
、
四
八
五
円
は
協
会

ヘ

[調 参:機値は市亀所より('97年 2月D  [富山]
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I   Jedziemy do Polski! ポーランドヘ行きましょう
|   

“

エシ
゛
ェムィ ド ホ

゜
ルス→

(こ のベージをポーランド旅行にご持参下さい)

Dzien dobry!(シ
゛
ィン・ドプリ)おはよう、こんにちは

Dobry wiecz6FI(ド プリィ・ウ・ィェチュ,レ)こ んばんは.

Do widzenial(ド ウ
゛
ィツ・ェニア)さ ようなら.

Jestem ttoro Yamada.(イ エステム タロ ヤマダ)私は山田太郎です.

Bardo mi mirO.(,、
゛
ルリ
゛
ォミ ミウォ)は じめまして.

Dziekui?!(デ エンクゥィエン)あ りがとう.

Prosz9.17° 口~しエカギういたしまして.

Przepraszam(プ しェプラーしャム)すみません。失礼 !

ProszQ(プ ローしエン)ど うぞ、かまいません。

Nie ma za cOl(ニ ェ。マ・サ
)。

ツォ)ど ういたしまして !

(ProszQは、人から礼を言われた時、人にものを渡す時、人から許可を求められた時の返事などに用います。)

ProszQ O kawQ・ け
゛
口~しエン。オ・トウ・ェガコーヒーをお願いします.

(kawQの代わりにsok(ツク)プ ュース、woda mineralna(ウ
゛
ォダァ・ミネラルナ)ミ ネラル水、piwO(ピ ウ

)ォ
)ビール、などを。)

PЮSZ9 0 rachunek(フ
゜
ローしェンオラフゥーネク)勘定をして下さい。

PЮSZ9 dO hOtelu Forum(プ ローしェン・ドォ・モテールゥフォルム)フ ォールムホテルまでお願いします.

Czy ma pan(pani)paSZpon?(チ ィ・マ・ハ
゜
ン(夕ヽ

°
ニィ)りヽ

°
シユホ

゜
ルト)あなたはパスポートをお持ちですか?

Tak,man.(タク・マム)はい 持っています。                    .
Nie,nie man(ニェ。エェ・マム)いいえ 持っていません。

CZy ieSt Wino?(チ ィ・イエスト・ビィノォ)ワインはありますか ?

Takj6st.(タク・イエスト)はい ございます.

Nie,nie man(ニェ・エェ・マム)いいえ ございません。

Prosz?mito pOkaz。6(プ ロしェン・ミ・卜・ホ
゜
カサリチィ)これを見せて下さい:

|le to kosztule?(イレ・トォ・コシトゥーイェ)これはおいくらですか?(品物の値段についてたずねる時)

Proszq mi na口 sa6。 (プ ロシェン・ミナピサチィ)こ こに書いて下さい.(数字がわからない時には、こう言うとよい。)

Ja to kupulQ.(ヤ・卜・クプイエ)これを買います.

Nie,dJ?kuiQ・ (ニエ・ディンタィエン)これはいりません。

|!e placQ?(イ レ。フ
゜
ワーツェン)お勘定はいくらですか?(レストランや喫茶店、または買い物をしたときの支払に。)

CO tO lest?(ツ ォ・卜・イエスト)これは何ですか
TO leSt pomnik Szopena。 (トォ・イエスト・ホ

゜
ムニクショヘ

゜
サ)これはショバンの銅像です.

Kto to leSt?(ク ト・卜・イエスト)あれは誰ですか。

丁o kr61 Zygmunt.(卜・クルル・ディグムント)ス・ィグムント王です.

Co to za budynek?(ツ ォ・卜・サ・・プディネスク)それは何の建物ですか.

丁o ko6dd(卜・コシチユウ)教会です.

Gdzie leSt teiefon?(グ デェイエストテレフォン)電話はどこにありますか ?

Jesttam。 (イエスト・タム)あそこにあります.

Tam naねwO.(タムナレウ
゛
ォ)あちらの左手です.

Tam na prawo.(タ ムナフ
゜
ラウ
゛
ォ)あちらの右手です。

「ポーレ」編集委員会

小笠原正明・斎田道子

佐々木保子・安田誠子

〔連絡先〕

621-1783(斎田)
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